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 図7エネルギー合致法によって実験的に求めたBriilouln帯内のK点の軌跡。白
 丸はNel,黒丸はHe王を励起光としたときの軌跡。
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 図8実験的に求めた始状態価電子帯のエネルギー分散とパラメター化内挿法によ
 る計算との比較。K点は,図7a)の直線AB上の点である。Φ,〈〉は実験精度
 を示す。
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 論文審査の結果の要旨
 古沢のこの論文は角度分解光電子スペクトル法(以下ARPES法という)により,何とかして
 3次元結晶の電子帯energy分散を実験的に求められないかを模索したものである。試料とし
 てはband構造が割合い良く調べられているC猿の単結晶をプロトタイプとして選んだもので
 ある。
 そもそも固体内の電子帯構造,特にバンド分散を直接実験的に求める方法はこれまでなかっ
 たわけで,主として光の実験などで,状態密度や結合状態密度を求めて理論計算とくらべるや
 り方やド・ハースなどでフェルミ面の形をきめるなどの方法しかなかったと云って良い。その
 意味で広いエネルギー範囲のバンド分散をブリルアン帯の一般点にわたって実験的に求めると
 云うのは物理学の上で重要な意味を持つものである。
 幸いig70年代後半からARPESがこの目的のための有力な手段となるのではないかと注目
 され始めたがこの方法には光電子の内外運動量の表面垂直成分が保存せず,固体内でのKを一
 義的に決められないと云う弱点があって,層状物質以外のものには大きな限界があるとされて
 来た。
 古沢はこの困難を克服することを考え,従来困難で現実性に乏しいとして捨てられていたエ
 ネルギー合致法をARPESに徹底的に適用することを試みた。この方法は単結晶試料の2つの
 異なる表面を通して同じ光励起点での光電子を観測することを原理としたもので,又の名を「三
 角法」と蚤う。たまたま昨年暮れ頃,この方法を用いた論文が2つ現われたが対称性の高い軸上
 での遷移点の同定に止まっていた。古沢の論文はブルリアン帯の一般点まで拡張した適用範囲
 の遙かに広いものになっている。こうして古沢はエネルギー合致法により先づ次の2つのこと
 を発見した。
 ①異なる2つの表面をよぎって観潮されるARPESスペクトルがエネルギー合致をおこす
 ブリルアン帯内のK点の軌跡が予想以上に容易に求まり,しかもその軌跡が一般にゆるやかな
 曲線となること,特定のブリルアン帯領域では直線で近似できる事。
 ②この軌跡に沿ってバンド計算を実行すれば実験で得られたe鍛ergybaRd分散との直接比
 較ができる事。
 この事実から古沢はパラメター化s-d結合内挿法を用い,バンド計算を実際に行なって実
 験と比らべた処次のことがわかった。
 ①銅の価電子帯のエネルギー分散はブリルアン帯の一般点で計算結果と傾向的一致を示す。
 ②しかし,銅のエネルギー分散は定量的にはずれが見られ,そのずれは部分的に0.1～0.2eV
 に及ぶ。このことから古沢の実験的分散をより良く再現するようなバンド計算が望まれる。
 ③バンド分散が未知の物質でも古沢のやり方を用いれば,純粋に実験的に求めることが出来
 る筈である。
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 ④鋼の伝導帯エネルギー分散に関しては,今回は残念ながら実験的に求められなかったが,
 これは励起光フォトンエネルギーが固定されていた事と終状態光電子の寿命巾によるためであ
 り,もしSOR光のようなフォトン・エネルギーが可変な励起光を使えば伝導帯バンド分散も実
 験的に求められる筈であることがわかった。
 その他ARPES測定に必然的にひっかかって来るSPz及びd表面電子状態も観測し,その存
 在の同定とK“に対する分散をも詳細に決定した。
 以上右沢の研究は3次元結品の電子状態エネルギー分散を実験的に決定する有効な方法を提
 供した点で高く評価でき,古沢が自立して研究活動を行なうに必要な高度の研究能力と学識を
 有することを示している。よって古沢賢司提出の論文は,理学博士の学位論文として合格と認
 める。
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